
令 和 ３ 年 度  学 校 自 己 評 価 報 告 書 

学校教育目標 

○勤労と勉学に励み、真理と平和を愛し、実践力のある人間を育成する。  

○豊かな知性と情操を養い、心身ともに健康で、調和のとれた人間を育成する。 

○広い世界観に立ち、親和協調の気風を養い、豊かな社会の建設に貢献しうる人間を育成する。 

本年度の重点目標 

□新課程・観点別評価の完全実施を見据えた授業改善と評価方法の改善に努める。 

□落ち着いた授業習慣の定着を支援するとともに、生徒会を中心に委員会と連携し、生徒主体の行事の企画・運営に努

める。 

□キャリア教育を通して生徒の職業観・勤労観を育み、地域社会に貢献できる人材の育成に努める。 

□学びやすい環境づくりに努め、健康・安全や防災・減災に努める能力の育成に努める。 

重点

項目 
短期経営目標 具体的な計画 評価項目・評価基準 達成状況 評定 改善方策 

１ 

教 

務 

課 

(1)観点別評価の導

入と日々の授業にお

ける評価方法の改

善・検討を意識し、各

教員が単元計画を作

成するように仕向け

ていく。そのために

情報発信を積極的に

行う。 

①教務課として、教員向けの

教務課通信を発行するなど情

報発信に努め、新課程からの

観点別評価の実施に向け、教

員の意識改革を図る。 

 

②公開授業週間での積極的な

参観を通じて授業改善に努め

るよう促すほか、指導案を作

成する過程を通して、日々の

評価の在り方・目標設定の在

り方について考える場面を設

けていく。 

①授業アンケート結果 
《観点別評価の実践》 

教員         
３年度 82.3% 
２年度：データなし 
 
評価基準：Ａ＝70%以上 
     Ｂ＝50%以上 
     Ｃ＝50%未満 
 
※学校評価アンケートの結果

については、全回答におけ

る「よくあてはまる」「やや

あてはまる」の回答割合を

指す。以降同じ。 
 
②学校評価アンケート結果 
《公開授業への積極的参加》 

    教員        
３年度： 92% 
２年度：100%  
 
評価基準：Ａ＝85%以上 
     Ｂ＝70%以上 
     Ｃ＝70%未満 
 

①教員の自己評価上は、

左記のとおりである。た
だし、内訳は「よくあては
まる」23.5%、「ややあては

まる」58.8%であり、教員
の側が自信をもって、観
点別評価を意識した授業

づくりが行えているとは
いいがたい。 
 

②前年度に比べると数値
は落としたが、今年度は
異動も多く教員の入れ替

わりがある中で、今年度
も高い数値となった。 

Ｂ 公開授業の際

は、単元計画を
立てる段階で、
観点別評価の

タイミングま
で盛り込んで
指導案の作成

を行った。これ
を一過性のも
のでなく常態

化できるよう、
情報発信等を
通じて、教員の

意識改革に努
めたい。 

(2)授業改善の組織

的取組を継続し、主

体的な学びの場を保

障することでより高

いレベルの学力の育

成を目指す。 

①「主体的・対話的で深い学

び」を目指した授業改善は継

続しつつ、「基礎的な知識や技

能の習得・定着」という点を

意識した授業改善に取り組む

よう、６月と１１月に授業公

開週間を設け、授業の相互参

観を行う。 

①教科による成績の分析と 
学校評価アンケートの結果 

《主体的な授業》 
       教員   生徒 
 ３年度： 95%  93% 
 ２年度： 91%  90% 
元年度： 92%   80% 

 
評価基準： 
Ａ＝ともに 90%以上 

 Ｂ＝ともに 80%以上 
 Ｃ＝Ｂに満たない場合 
 

①前年より数値がさらに

高くなった。教員による

評価だけでなく、生徒に

よる評価でも、数値の向

上が見られた。 

Ａ 今後は、「学び
の質を高める」

という視点か
らも授業の見
直し・改善がで

きるよう、教員
への働きかけ
や情報発信を

すすめたい。 

２ 

生 

徒 

課 

(1)規範意識を身に

付け、落ち着いた授

業習慣の定着ができ

るように月間目標な

どを用いて視覚的か

つ統一した指導を行

う。 

➀生徒が、「1人 1人の学ぶ権

利を守る 5 箇条」に意識して

授業に取り組むよう、全教員

で統一して繰り返し指導を行

い、規律ある落ち着いた雰囲

気の学習環境を作る。 

➀学校評価アンケート結果 
《授業を大切に》 
     教員 保護者 生徒 
３年度：97%   97%  92% 
２年度：96%   92%  90% 
元年度：92%   92%  81%  
  
評価基準：Ａ＝95%以上 
     Ｂ＝85%以上 
     Ｃ＝85%未満 

➀ 年間を通して、5 箇条
を時期ごとに重点項目と
して取り上げて周知徹底

を図った。学校全体とし
て落ち着いた環境で授業
を行うことが出来た。 

Ｂ 継続した活動
を行うととも
に、公開授業等

で教員間同士
での連携を強
化し、全体での

取り組みを高
めていく。 

(2)委員会等を活性

化することで、多く

の生徒が行事の企

画・運営に参加でき

るようにして、「自己

有用感」が高まるよ

う支援する。 

①委員会の活動計画に基づ

き、年間を通して生徒が主体

となった活動を行う。 

生徒会を中心に、学校行事の

企画・運営・振り返りを行い、

行事内容の充実を図る。 

 

 

①学校評価アンケート結果 
《学校行事・生徒会活動 
・部活動に積極的に参加》 

     教員 保護者 生徒 
３年度： 100% 99% 94% 
２年度： 96%  95% 93% 
元年度： 95%  96% 83% 
 
評価基準：Ａ＝95%以上 
     Ｂ＝85%以上 
     Ｃ＝85%未満 
 

➀ 体育祭、文化祭などの

大きな行事では各委員会
で例年からの振り返りを
活かした取り組みが行わ

れた。生徒会では、地域の
看板づくりなど新たな取
り組みも行われた。 

Ｂ 委員会では、大

きな行事での
活躍の場面は
増えてきたの

で、日頃の生活
の中で小さな
ことでも継続

した活動を各
委員会で行う。 



重点

項目 短期経営目標 具体的な計画 評価項目・評価基準 達成状況 評定 改善方策 

３ 

進 

路 

課 

(1)キャリア教育を充

実させ、生徒自らの進

路意識の向上を目指

す。 

①生徒の実態に合った進路Ｌ

ＨＲと進路行事を検討し、実

践していくことで生徒の進路

意識の向上を目指す。また、

進路課だよりやＨＰを通じ

て、生徒や保護者への適切な

進路情報の提供を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②各学期に進路希望調査を実

施し、教員間で情報を共有す

ると共に、生徒一人ひとりの

実態に即した進路指導に役立

てる。 

①学校評価アンケート 
『キャリア教育の実践』で評

価する。 
Ａ：「よくあてはまる」「やや

あてはまる」の回答が全

体の 90％以上の場合。 
Ｂ：上記が 85％以上 90％未

満の場合。 
Ｃ：Ｂに満たない場合。 
 

教員 保護者 生徒 
３年度：100%  97%   92% 

２年度：100%   96%   97% 

元年度： 97%   93%   92% 

 

②進路希望調査による進路意

識の推移を把握する。 

Ａ：未定の生徒が 20％未満  
Ｂ：上記が 20％以上 40％未

満の場合。 
Ｃ：上記が 40％以上。 
 

進路未決定者数（割合） 
（次年度卒業学年） 

３年度： 4/25(16％) 
２年度： 6/38(16%) 
元年度： 2/42（4.8％） 
 

 

 

 

①新型コロナの影響を受

け、実施方法の変更はあ

ったが進路行事・進路Ｌ

ＨＲについて計画通り実

施することができた。 

 

学校評価アンケート 
《キャリア教育の実践》 

教員 保護者 生徒 
３年度 100％ 97%  92% 

 
②進路希望調査結果 
（1学期：全学年  

2･3 学期：卒業学年を除く） 

    就職 進学 未定 

1学期 50.4% 23.1% 24.0% 

2 学期 48.8% 27.5% 24.0% 

3 学期 44.8% 27.6% 27.6% 

 

Ｂ ①進路行事の

見直しと実施

内容の検討。生

徒の実態に合

った進路ＬＨ

Ｒを実施して

いきたい。 

 

 

 

 

②進路希望調

査を参考にリ

アルタイムな

指導・アドバイ

スをして進路

意識が向上で

きるよう指導

を続けていき

たい。 

 

(2)就労体験や進路相

談を通して、個々の生

徒の実態に合った進

路指導による進路実

現を目指す。 

①アルバイトの推奨やインタ

ーンシップの働きかけを行い

進路意識の向上に効果的に機

能するよう工夫すると共に、

進路説明会（特別支援）や進

路情報交換会を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②卒業学年には、進路課と担

任・学年主任による進路面談、

全教員による面接指導を実施

する。在校学年に対しては、

学期ごとの担任面談及び個々

の生徒の実態に応じた進路指

導を実践する。 

①学校評価アンケート 

『進路指導の実践』『キャリア

教育の実践』で評価する。 

Ａ：「よくあてはまる」「やや

あてはまる」の回答が全

体の 90％以上の場合。 
Ｂ：上記が 85％以上 90％未

満の場合。 
Ｃ：Ｂに満たない場合。 
 

教員  保護者 生徒 
3 年度 100%   91%    95% 

2 年度 100%   94%    91% 

R 元年 100%   92%    82% 

 
①アルバイト調査による把握 
とインターンシップの参加 
状況を把握する。 

Ａ：実施生徒が 50％以上  
Ｂ：上記が 30％以上 50％未

満の場合。 
Ｃ：上記が 30％未満。 
 

 

 

 

②進路決定者数による状況を

把握する。 
Ａ：進路決定率 90％以上  
Ｂ：上記が 75％以上 90％未

満の場合。 
Ｃ：上記が 75％未満。 
 

 

①アルバイト実施状況 

１学期   39％ 

２学期   39.8％ 

３学期   41.8％ 
 

・インターンシップ参加 

8月（12名）、3月（10名） 

参加状況 63％  

学校評価アンケート 
《キャリア教育の実践》 

教員 保護者   生徒 
3年度 100%  91%  95% 

アルバイト実施者は減少

傾向にありコロナ禍の影

響を受けていると考えら

れる。またインターンシ

ップもコロナ禍の影響で

中止を余儀なくされた生

徒もいたが、実施できた

生徒もいた。 

進路説明会(特別支援)は

７月に実施した。在校学

年進路情報交換会は 1 月

に実施した。 

②進路課による卒業学年

の進路面談・進路面接を

実施した。在校学年は各

学期の担任面談と共に必

要に応じて進路課による

相談の機会を設けた。 

 

・進路未決定者 

（次年度卒業学年） 

３年度 4／25（16％） 
・進路決定者 
（今年度卒業学年） 
 30／39（76.9％） 
 

Ｂ ①アルバイト

またはインタ

ーンシップが

進路選択をす

る上で有効な

手段と考え今

後も働きかけ

を行いたい。 

進路説明会（特

別支援）は実施

時期・内容も含

めて検討を図

りたい。 

在校学年進路

情報交換会は

1 月実施に変

更した。職員間

で情報の共有

を図る上で有

用な会として

今後も実施し

ていきたい。 

 

 

 

②担任・進路

課・保護者が連

携して、生徒に

卒業後の進路

意識を早めに

働きかけを行

うと共に、進

路・担任面談を

活用して進路

実現に向けた

進路指導を継

続して実施し

ていきたい。 



重点

項目 短期経営目標 具体的な計画 評価項目・評価基準 達成状況 評定 改善方策 

４ 

厚 

生 

課 

(1) 健康・安全・防災に
関する知識の啓発
活動に取り組むと
ともに、事故防止
及び防災や減災に
努める能力の育成
を図る。 

 

①健康・安全に関して生徒や
学校の実態に即した情報の提
供を印刷物・掲示物・電子媒体
によって行い、健康・安全に対
する知識の啓発に取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒の心身の健康状態を的
確に把握し、疾病治療の必要
性を個に応じて懇談や紙、電
子媒体によって知らせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③事故防止及び災害に対する
啓発を計画的に実施し、安全
教育や防災・減災に対する意
識の向上を図る。 

①学校評価アンケート 
《健康の増進と安全保持、 
防災・減災意識の向上》 

教員 保護者 生徒 
３年度：100%  97% 96% 
２年度：96%  92% 93% 
元年度：97%  94% 84% 
 
Ａ：「よくあてはまる」「やや
あてはまる」の回答が全体の
90％以上の場合。 
Ｂ：上記が 85％以上 90％未
満の場合。 
Ｃ：Ｂに満たない場合。 
 
②《疾病治療率》 

眼科   歯科 
３年度： 62.5% 21.9% 
２年度： 18%  4.3% 
元年度： 29.1%  16.3% 
 
Ａ：70％以上の疾病治療率で
あった。 
Ｂ：50％以上 70％未満の疾病
治療率であった。 
Ｃ：50％未満の疾病治療率に
とどまった。 
 
③学校評価アンケート 
≪健康の増進と安全保持、防
災・減災意識の向上≫の項目
を元に総合的に評価する。 

教員 保護者 生徒 
３年度：100%  97% 96% 
２年度：96%  92% 93% 
元年度：97%  94% 84% 
 
Ａ：「よくあてはまる」「やや
あてはまる」の回答が全体の
90％以上の場合。 
Ｂ：上記が 85％以上 90％未満
の場合。 
Ｃ：Ｂに満たない場合。 

①定期的な「保健だよ

り」の発行や保健室前

の掲示コーナーでの情

報発信により健康、特

新型コロナウイルス感

染症予防の啓発に努め

た。 

 

 

 

 

 

②疾病治療率の中で眼

科の治療率が向上した

のは、進路指導の中に

組みこんで指導したこ

とにより卒業学年は全

員受診に行くことがで

きたことによる。また、

歯科の治療率は、新型

コロナウイルスの感染

の状況が落ち着いてか

らの受診が目立った。 

 

③防災ＬＨＲや総探学

習と連携しての防災講

演会などで意識の向上

が図られたと考えられ

る。 

Ｂ ①今後は、生徒の

生活習慣に基づ

いた情報発信を

行い、生徒に有用

な内容の通信を

発行する。 

 

 

 

 

 

 

②各年団の進路

行事や通知票で

治療勧奨を進め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③来年度も総探

学習と連携して

年間を通じて防

災学習を推進す

る。 

 

(2)環境美化に対する
意識の向上や能力の育
成を通じて、落ち着い
て学習できる環境づく
りにとりくむととも
に、効果的な相談支援・
指導体制の充実を図
る。 

①ユニバーサルデザインに立
脚した教室整備に取り組み、
学習しやすい環境作りを行
う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②教室の環境美化に係る重点
目標を一定期間ごとに定めた
り、ポスター作成や清掃ボラ
ンティアへの参加により生徒
に実践を促す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③印刷物や掲示物で情報の提
供を行うと共に、配慮を要す
る生徒へのきめ細やかな教育
相談・特別支援教育を推進し、
ＳＣ、ＳＳＷ、教育相談員や外
部機関と教職員間の連携を図
る。 

①学校評価アンケート 
《教室整備》 

教員  生徒 
３年度： 97％ 78％ 
２年度： 96%  80% 
元年度： 92%   75% 
 
Ａ：「よくあてはまる」「やや
あてはまる」の回答が全体の
90％以上の場合。 
Ｂ：上記が 85％以上 90％未
満の場合。 
Ｃ：Ｂに満たない場合。 
 
②学校評価アンケート 

《環境美化意識》 
教員  生徒 

３年度： 97%  90% 
２年度： 91%  92% 
元年度：  95%   89% 
30 年度： 93%   72% 
 
Ａ：「よくあてはまる」「やや
あてはまる」の回答が全体の
90％以上の場合。 
Ｂ：上記が 85％以上 90％未満
の場合。 
Ｃ：Ｂに満たない場合。 
 
③学校評価アンケート 
   《特別支援》 
    教員 保護者 生徒 
３年度：97% 94%  87% 
２年度：91% 91%  86% 
 
Ａ：「よくあてはまる」「やや

あてはまる」の回答が全
体の90％以上の場合。 

Ｂ：上記が 85％以上 90％未満
の場合。 
Ｃ：Ｂに満たない場合。 

①生徒の数値が減少し

ている。生徒と教員の

意識の違いが出てい

る。今後もユニバーサ

ルデザインの周知を心

がける。 

 

 

 

 

 

 

②高い環境美化への意

識であるが、生徒は数

値が減少している。こ

れは年度途中でのゴミ

の分別が変更したこと

によるか、呼びかけの

不十分であったことが

挙げられる。 

 

 

 

 

③教育相談のスケジュ

ールを学期ごとに発行

してＳＣ・教育相談の

利用を促進した。 

Ｂ ①今後もユニバ

ーサルデザイン

を生徒に対して

周知を促せるよ

う啓発活動を行

う。 

 

 

 

 

 

 

②美化委員が学

期ごとに分別調

査を行う。また掃

除に取り組みや

すい掲示物等を

利用して意識の

向上に努める。 

 

 

 

 

③SC・SSWとの連

携を密にとれる

よう各学年に教

育相談係を設置

して啓発活動や

情報共有に努め

る。 

 



重点

項目 
短期経営目標 具体的な計画 評価項目・評価基準 達成状況 評定 改善方策 

５ 
 

年 

団 

(1)保護者や地域との

連携の中で、生徒が活

躍できる場を提供する

ことを通して、生徒が

自ら考え、行動し、学習

することができるよう

指導する。 

（１年団） 

保護者との連絡を密にし、生

徒面談により状態の把握、情

報の共有を行い、適切な指導

の方法を見いだしよりよい学

校生活の改善を図る。学校行

事やボランティアなどにも積

極的に参加できるよう促す。 

（１年団） 

学校評価アンケート 

《保護者との連携》 

3年度 93% 

2 年度 93％ 

元年度 90% 

 

 
評価基準：Ａ＝90%以上 
     Ｂ＝85%以上 
     Ｃ＝80%未満 

 電話連絡や必要に応

じての家庭訪問など、

保護者との情報交換や

共有を綿密に行った。

生徒面談は学年全体で

各学期に 2 回ずつ実施

するとともに、必要な

場合には昼休みや放課

後を利用して担任面談

を行い、学年全体でも

情報を共有した。学校

行事等では、責任をも

って役割を果たすな

ど、積極的に活動する

ことができた。学校評

価アンケートでは、《保

護者との連携》の項目

で、93%と保護者からの

評価があった。 

 

Ａ 学校行事等で主

体的に活動する

ことをはじめ、ボ

ランティアやイ

ンターンシップ

に積極的に参加

し、地域での活躍

の場面を設定し

ていきたい。 

（２年団） 

日々の観察、生徒面談を通し

て、生徒の状態を把握し、保護

者・外部機関との連絡・連携を

図り情報の共有を行い、個に

応じた適切な指導の方法を見

い出し、よりよい学校生活の

改善を図る。学校行事やボラ

ンティア、などの学校内の行

事に加え、インターンシップ

や地域貢献活動等、外部に積

極的に出て行かせ、主体的な

活動の機会を作り、生徒の活

躍の場を増やす。 

（２年団） 

学校評価アンケート 

《保護者との連携》 

3年度 93% 

2 年度 93％ 

元年度 90% 

 

 

評価基準：Ａ＝90%以上 

     Ｂ＝85%以上 

     Ｃ＝80%未満 

前半から個に応じた適

切な指導を行うため、

全体での情報の共有、

児童相談所、ＳＳＷと

の連携を実践し、場面

によっての教員の役割

分担を行い、スムーズ

な連携で適切な指導に

繋げることができたイ

ンターンシップも効果

的に参加させることが

できた。2学期以降は学

校行事などで主体的に

活動せせることができ

た。学校評価アンケー

トにおいても《保護者

との連携》の項目で

93％と保護者からの評

価がある。 

Ａ 来年度に向けて、

保護者や各機関

との連携をさら

に密に行い、生徒

が進路実現につ

ながるよう導い

ていきたい。 

（３・４年団） 

保護者との連携や生徒面談を

積極的かつ的確に行うことに

よって、生徒の現状を理解・把

握し、情報を共有して、組織的

な対応ができるように努め

る。また、様々な学校行事で、

最高学年としての立場を自覚

し、任せられる役割を自発的

に遂行できるように担任、年

団教員で支援する。 

（３・４年団） 

学校評価アンケート 

《保護者との連携》 

3年度 93% 

2 年度 93％ 

元年度 90％ 

 

 
評価基準：Ａ＝90%以上 
     Ｂ＝85%以上 
     Ｃ＝80%未満 
 

 

共通の目標である進路

関連の指導を軸とし

て、日々の学校生活や

家庭での様子の把握と

指導を連絡を密にして

行った。体育祭や文化

祭などの学校行事にお

いても最高学年として

の責を果たすべく自発

的によく動くことがで

きた。 

学校評価アンケートの

《保護者との連携》の

項目で９３％の保護者

からの高評価をいただ

いている。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 社会に出ても通

用する人材とし

て、また人間関係

を大事にできる

人物として高校

でできる指導を

現状に即応させ

ながら取り組ん

でゆきたい。 



重点

項目 
短期経営目標 具体的な計画 評価項目・評価基準 達成状況 評定 改善方策 

５ 
 

年 

団 

(2)社会人基礎力の向

上を目指し、自ら学び、

探究し、主体的かつ協

働的に取り組めるよう

指導の充実を図る。 

 

（１年団） 

進路希望調査などの生徒情報

を共有し、担任面談や進路講

演会を通して生徒の進路意識

を高め、将来に向けて身につ

けておくべき社会人基礎力を

育成する 

（１年団） 

学校評価アンケート 

《生徒の社会に適応する力》 

教員   生徒 

３年度：92%   89% 

２年度：74%   87% 

元年度：86%   83% 

 

 

評価基準：Ａ＝90%以上 

     Ｂ＝85%以上 

     Ｃ＝80%未満 

2学期から手帳を持た

せ、考査の日程やHR

での連絡事項等を記入

することを通して、ス

ケジュール管理力やメ

モを取る習慣を身につ

けさせた。学校評価ア

ンケートでは、進路実

現に関する項目におい

て保護者から90%以上

の評価があった。ま

た、《社会に適応する

力》に関する項目で

97%と生徒（1年生）が

評価した。その一方

で、進路希望調査では

進路未定の生徒も多

く、進路意識を高めて

いく必要がある。 

 

Ｂ 手帳の活用場面

を増やし、自己管

理能力をつけさ

せる。また、進路

行事等を通して

進路意識を高め

ていく。 

（２年団） 

建設的な高い水準の目標設定

をさせ、個人、集団の意識の向

上を図る。また、手帳を持たせ

ることで計画性や自己管理能

力を身につけさせ、昨年度に

身に付きはじめた「前に踏み

出す力」、「考え抜く力」、「チ

ームで働く力」の水準を上げ

て進路実現に臨ませる基盤を

作る。 

 

（２年団） 

学校評価アンケート 

《生徒の社会に適応する力》 

教員   生徒 

３年度：92%   89% 

２年度：74%   87% 

元年度：86%   83% 

 

 

 

評価基準：Ａ＝90%以上 

     Ｂ＝85%以上 

     Ｃ＝80%未満 

 

学校行事やボランテ

ィア活動など、様々な

場面で２年生が主体的

に運営し、活躍する場

面が見えた。学校評価

アンケートについて＜

ボランティア活動の参

加＞＜進路実現に向け

ての行事について＞の

項目は１００％であ

り、順調な取り組みが

できている。 

その一方で＜生徒の

社会に適応する力＞

（2年生）の項目は 

８１％であり、学んだ

ことが将来どういった

力になるのかをつなげ

ていく必要がある。 

Ｂ 

 

学んだことが将

来どういった力

になるのかをつ

なげていく必要

がある。 

（３・４年団） 

学年団と各教科担当者と連携

を密にして落ち着いた学びの

場としての「授業」を作って常

態化させる。卒業後必要な社

会性、挙措立ち振る舞い（身だ

しなみ、言葉遣い、話を聞く姿

勢など）を身に着けるように

働きかける。これらをベース

にして、生徒一人ひとりの進

路実現や自己実現に結び付け

るように指導する。 

（３・４年団） 

学校評価アンケート 

《生徒の社会に適応する力》 

教員   生徒 

３年度：92%   89% 

２年度：74%   87% 

元年度：86%   83% 

 

 

 

評価基準：Ａ＝90%以上 

     Ｂ＝85%以上 

     Ｃ＝80%未満 

全体的に落ち着いた状

態で学びの場としての

「授業」が展開されて

いた。 

ＬＨＲや総合的な探究

の時間を利用しての研

修を設定し社会人とし

ての心構えや知ってお

くべきことなどを学ぶ

ことができた。 

《生徒の社会に適応す

る力》（3・4年生）にお

いて教員側よりも生徒

側からのポイントの方

が、「よくあてはまる」

が１０％上回っている

が様々な研修を通じ

て、社会人として意識

付けがなされている結

果とみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 高校生活を通じ

て、知識として学

んだことを実社

会でどのように

活かしてゆくか

期待をしている。 



重点

項目 
短期経営目標 具体的な計画 評価項目・評価基準 達成状況 評定 改善方策 

６ 

学 

校 

経 

営 

(1)地域社会や外部機

関との連携を通じて、

学力のみでなく、コミ

ュニケーション力をは

じめとする社会人基礎

力の育成を図り、魅力

ある学校づくりに努め

る 

①地域や校種の異なる学校及

び関係機関との交流を通じ

て学校の魅力を発信すると

ともに、ホームページのタ

イムリーな更新を進める。 

 

 

 

 

 

 

②社会とのつながりを意識し

た学習活動や外部講師によ

る講演会を実施することに

加え、地域貢献を積極的に

推進することを通して、生

徒の社会人基礎力を育成す

る。 

① 学校評価アンケート《開か

れた学校づくりに努めてい

る》 
教員 保護者 

３年度：100％ 96％ 
２年度： 96%  94% 
元年度： 89%  90% 
 
評価基準：Ａ＝95%以上 

     Ｂ＝90%以上 

     Ｃ＝90%未満 

②学校評価アンケート《真備

陵南高校へ来て良かった》 
     生徒 保護者 
３年度： 90％  96％ 
２年度： 89%  92% 
元年度： 80%  93% 
 
評価基準：Ａ＝90%以上 

     Ｂ＝85%以上 

     Ｃ＝85%未満 

①箭田地区まちづくり

協議会と「箭田を歩こ

う」、近隣の学校と花の

苗贈呈式などを実施

し、交流を深めること

ができた。ホームペー

ジの更新も迅速に行い

うことができた。 

 

 

 

②コロナ禍で多少の制

約があったが外部講師

による講演会は予定通

り実施でき、生徒が社

会を知るいい機会とな

った。また、清掃ボラン

ティア活動を 1 回実施

でき、生徒の取組状況

を見て近隣からお褒め

の言葉をいただくこと

もあった。 

Ａ 地域との交流に

ついて、箭田地区

まちづくり協議

会より多くの提

案をいただいて

おり、受け身の状

態である。主体的

に活動できるよ

う地域の現状を

知る機会を設け

る。 

外部講師による

講演会の時期が

学期末に集中す

るなど偏りがみ

られるので、各部

署で日程調整で

きるように一覧

表を作成し、活用

する。 

(2)各課・各年団や委員

会等の横のつながりを

密にすることにより、

協力・協働体制のより

一層の充実を図り、組

織力のある学校づくり

に努める。 

教職員が連携・協働しなが

ら、学校全体のＯＪＴを推進

し、従来の業務及び新たな教

育課題への対応を年団主任

会、課長会議やＯＪＴプロジ

ェクトチームのつながりの

中で実践する。 

 

学校評価アンケート《協働

体制づくりが進んでいる》 
教員 

３年度：  92％ 
２年度：  87% 
元年度：  79% 
 
評価基準：Ａ＝90%以上 

     Ｂ＝85%以上 

     Ｃ＝85%未満 

ICT 関連などの新規業

務や、担当者の入れ替

わりが多かったことか

ら、互いに確認しあう

必要があったことによ

り協働する場面が多く

みられた。また、不祥事

防止研修などにおい

て、ミスを防ぐ観点か

ら複数で業務に取り組

むことを呼びかけたこ

ともアンケート結果に

結びついたと考える。 

Ｂ 協働はできてい

るものの、個人レ

ベルのものが多

く、組織で動くと

いうことに関し

ては改善の余地

があると考える。

課長会議の定例

化により、各課の

業務について定

期的に情報交換

できる環境を作

りたい。 

 


